
１題材名：わくわく どきどき 音の世界へ ＜ 4 学年＞（絵や立体、つくりたいものをつくる）  
 
２題材目標  
①楽器の中の世界を表すことに関心を持ち、意欲的に表現に取り組むことができる。 
②楽器を見たり、音楽を聴いたりすることから楽器の中の世界を想像し、自分と不思議な世界との関わりの

場面を構想にまとめ、表したい感じに合った表現技法や色などを考えながら構想を立てることができる。 
③発想をもとに、表したい感じにあった色や表現技法≪たんぽ・スパッタリング・吹流し・スポンジ描写・ 
 スタンピング・たわし描写・ねんどべらでの描写など≫を考えながら工夫して表現することができる。 
④仲間の作品に関心を持ち、よいところを見つけて造形作品に親しむ。 
 
３題材の評価規準  

 Ａ表現（２） Ｂ鑑賞 
 ア 造形への関
心・意欲・態度 
 

イ 発想や構想
の能力 

ウ 創造的な技
能 

エ 造形への関
心・意欲・態度 

オ 鑑賞の能力 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
の
評
価
規
準 

表したいことを表す

ために、形や色、材

料などを見ることに

関心をもち、それら

を生かし、組み合わ

せたりして、思いを

表す体験に関心をも

ち、表すことを楽し

もうとする。 

感じたこと、想像し

たことなどをもと

に、よさや美しさな

ど感じたことなどか

ら表したいことを発

想し、それに合わせ

て、美しさや用途な

どを考え、計画を立

てるなど構想する。 

表したいことに合わ

せて、手を働かせ、

いろいろな表し方の

体験を深めることに

関心をもち、形や色

などの特徴やそれら

の組み合わせの感じ

を生かし、前学年ま

でに経験した材料や

用具などの特性を生

かして、表し 
方を工夫する。 
 
 

自分たちの作品や身

近な造形品などの表

し方や材料による感

じの違い、よさや面

白さなどに関心をも

っている。 

表し方や材料の感じ

の違いが分かり、親

しみのある美術作品

やその製作の過程な

どのよさや面白さな

どについて、話し合

うなど関心をもって

見る。 

題
材
に
お
け
る
評
価
規
準 

表し方や道具な

どを自ら選び、表

現技法や色や形

の組み合わせで

様々な美しさや

面白い感じにな

ることに気付き、

思いがよく表れ

るように取り組
もうとする。 

楽器を見たり音

楽を聴いたりし

て楽器の中の世

界を想像し、自分

と楽器の中の不

思議な世界を空

想して色や表し

方を考えながら

構想にまとめる
ことができる。 

思いが表れるように

顔の表情や体の動き

を大切にして下絵を

つくったり、水彩絵

の具や道具のいろい

ろな扱いに注意して

自分の表したい感じ

になるまで形や色を

変えて自分なりの楽

器の中の世界を表す

ことができる。 

 

自分や仲間や教

師の作品をみる

ことに関心を持

ち、美しさや面白

さ、表し方の違い

などを見つけよ

うとしたり、感じ

たことを話そう

としたりする。 

仲間の作品のよ

さや美しさ、表し

方や感じの違い

など自分と仲間

の共通点や違い

が分かり、自分の

作品に生かした

りアドバイスし

たりできる。 
 
 

単
位
時
間
に
お
け
る
具
体
の
評
価
規
準 

楽器の中に入っ

たら、というテー

マをもとに想像

を広げながらス

ケッチしたり創

作話を作ったり

する＜第１時＞ 

楽器の中の世界

を想像して不思

議な世界と自分

を絵に表すこと

ができる 
＜第２・３時＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

顔の表情や体の動

き、周りの様子など

に注意して自分のテ

ーマに合った下絵を

かくことができる＜

第４・５時＞ 
絵の具道具を正しく

使って人物や周りを

彩色することができ

る＜第６・７時＞ 
道具のいろいろな扱

いに注意して自分の

表したい感じになる

まで形や色を変えて

つくることができる 
＜第８・９時＞ 

自分の表したか

ったことを話そ

うとしたり仲間

の作品との違い

やよいところを

見つけようとし

たりできる 
＜第１０時＞ 

仲間の作品に関

心をもち、テーマ

や表し方の感じ

の違いに気づき

ながら美しさ、面

白さを見つける

ことができる 
＜第１０時＞  

 



５題材指導計画（全 １０ 時間） 
個の学力を向上させるための主な手だて  

時 ねらい 学習活動 
評価規準 

個のつまずきに

対する主な指

導・援助 
１ 楽器の中の世界を想
像し、イメージを膨ら

ませながらスケッチ

や文章で表現するこ
とができる 

・ 楽器の中に入ったら、どん

な世界が見えるか、また、

どんなことに遭遇するか

を考え話し合う。 
・ 気に入った音楽や楽器か

ら想像して楽器の中の世

界を絵や文章で表す。 
・ 楽器や音楽のイメージに

合った画用紙の色を選ぶ。 

関心・意欲・態度 
楽器の中に入っ

たら、というテー
マをもとに想像

を広げながらス

ケッチしたり創

作話を作ったり

する。 

つまずきの様相  
想像したことが絵や

文章に表せない。 

評価 
プリントの記述や絵 

手だて 
音楽を繰り返し聴か

せる・楽器を見せる 
仲間のイメージから

発想を広げる 

２ 
・ 
３ 

想像したことをアイ

デアスケッチに表す

ことができる 

○ 楽器の中の世界を簡単 

にスケッチに表す。（お話 

形式で文章表現したもの

をもとに描いてもよいし、

それ以外のものでもよ
い。） 
・ 画面上に必ず自分を描く 
（細部にこだわらず雰囲

気が伝わる程度に描く） 
・ 思いつくものをいくつも

描く 
・ スケッチの中から一つ選

び、トリミングして表した

い部分を絞り、だいたいの 
 構想をまとめる 

発想・構想の能力 
楽器の中の世界

を想像して不思

議な世界と自分

を絵に表すこと
ができる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つまづきの様相  
想像したことが形に

表せない 
人物がかけない 
周りの様子がかけな

い 

評価 
アイデアスケッチ 

手だて  
児童の思いを聞き出

す 
思いつくものから描

かせる（構成は後か

ら） 
友達にモデルになっ

てもらう 
景色の絵や写真から

きっかけをつくる 
教師の参考作品 

 
４ 
・ 
５ 
 
 
 
 

曲や楽器のイメージ

に合わせて画用紙を

選び、自分が気をつけ

たいことに注意しな

がら思いが表れるよ

うな下絵をかくこと

ができる 

○ アイデアスケッチを画用

紙に下がきする 
（１） 曲や楽器のイメージに合

わせて色画用紙を選ぶ  
（２） 自分が一番気をつけたい

こと（手を大きくかくこ

と、体がくにゃーっと曲が

っているところなど）をは

っきりさせてクレパスや

コンテを使って思いきっ

て描く 
（３） 手や目、鼻、口などを慎重

にかく 
（４） 多少の失敗（線がはみ出

た、かく場所が少しずれ

た）は、気にせずかきすす

める…消しゴムで消した

りこすったりなど直そう

としない 
（５） いろいろな表現技法を使

うことを少し想定しなが

ら描く 

創造的な技能  
顔の表情や体の

動き、周りの様子

などに注意して

自分のテーマに

合った下絵をか

くことができる 
 

つまづきの様相  
クレパスなどで直接

かくことを怖がって

かけない 
顔の表情がつぶれて

よくわからなくなる 
大きな失敗（紙が破

れる、クレパスがこ

すれて画面が汚れ

る） 

評価作品 
手だて 
認め励まして自信を

持たせる 
教師師範 
場合によっては新し

くかき直させる 
 
 



６ 
・ 
７ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分のテーマをもと

に道具を正しく使っ

て人物や周りの彩色
をしたり表現技法を

選択して表したりす

ることができる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 人物の彩色を中心に表現

していく 
 絵の具の正しい使い方 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 表現技法を使った彩色 
・たんぽや吹流しなど表したい

感じに合わせて技法を選び、表

現していく 
 

創造的な技能  
絵の具道具を正
しく使って人物

や周りを彩色す 
ることができる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つまづきの様相  
色作りができない 
濁った色になってし

まう 
違う色をぬってしま

う 
顔の中での色の変化

がない 

評価作品 
手だて 
色の見本を参考にす

る 
水を少なくさせる 
試しぬりをさせてか

ら色をおかせる 
パレットに仲間の色

をたくさん作らせる 
水加減や筆づかいな

どの教師師範 
グループ（つまづき

の要因）別指導 
８ 
本

時 
・ 
９ 

テーマや表したい感
じに合う表現技法を

選び、道具を正しく使

い、さらにテーマを追

求して工夫しながら

不思議な世界をつく

ることができる 

○ 表現技法を選んで工夫し
て表現する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

創造的な技能  
道具のいろいろ

な扱いに注意し

て自分の表した

い感じになるま

で形や色を変え

てつくることが

できる 

つまずきの様相  
① 何をしていいかわ 
からない 
② 失敗を恐れてでき 
ない 
③ 失敗した 
④ 技法の効果が表れ 
ない 

評価作品 
 
手だて 
①表現技法の紙を置

いてイメージを持た

せる 
②認め励ます・表現

技法の紙を置いて感

じをつかませる 
③乾いてから修復さ

せる 
④水の量、白の絵の

具の量を確認させる 
前の色が乾いてから

重ねさせる 
教師師範など 

 
１０ 
仲間の作品を鑑賞し

て、表現の面白さや多

様性に気づき、造形的

なよさを味わうこと

ができる。 

○ グループ内での鑑賞会 
・ 自分の作品を紹介する 
・ 仲間の作品のよいところ

を見つけてカードに書く 
○ グループから代表を出し、

みんなで鑑賞する 
・ みんなの前で作品紹介す

る 
・ 仲間の作品のよいところ

を見つけ交流する 

鑑賞の能力 
仲間の作品に関

心をもち、テーマ

や表し方の感じ

の違いに気づき

ながら美しさ、面
白さを見つける

ことができる 

つまづきの様相  
造形的なよさな

どに気づけない。 
評価プリント、 
  発表 
手だて 
色や形の美しさ

や面白さ、表し方

の違いなどに着

目させる。 
 
 

・絵の具の量と混色、水加減 

・ 塗る面積に合った筆選び 

・ 鼻、あご、など部分ごとに

色をのせていく 

・ パレットの使い方 

・ 道具の配置 

 

 
・ たんぽ ・スパッタリング 

・ 吹流し ・スタンピング 

・ たわしをつかった描写 

・ スポンジを使った描写 

・ 定規をつかった描写  

          など 

表現技法 


